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開催概要

▼コンセプト

▼基本データ

継続復興祈願
犠牲になられた方々へ
哀悼の意を捧げます。

被災地域の一刻も早い
復興を祈願します。

慰霊の意・復興への取
り組みを継続します。

福島県南相馬市　北泉海浜総合公園

2012 年 3 月1 0 日 ( 土 )　10:00 開会

角塔婆、板塔婆を建立し、２１日間の護摩供養を完遂する。

東日本大震災復興支援実行委員会

メイン会場

日　　　程

内　　　容

復興･復旧祈願柴燈大護摩供内　　　容

岩手県盛岡市　竹林山東国寺

2012 年 ２月２０日（開白）～ ３月１１日（結願）

岩 手 会 場

日　　　程

宮城県仙台市泉区　竹林山東国寺 別院宮 城 会 場

主　　　催

南相馬市復興事業組合／社団法人原町観光協会共　　　催

福島中央テレビ／福島放送／ラジオ福島／福島民報社

報道各社（調整中）

後　　　援

原町商工会議所／小高商工会議所／鹿島商工会議所

そうま農業協同組合／南相馬市旅館組合

協　　　賛

事務局

東日本大震災復興支援実行委員会
〒107-6012 東京都港区赤坂1-12-32 

アーク森ビル 12階 (株)MRI 内
TEL 03-4360-8400 FAX 03-4360-8446

慰霊



南相馬市
実行委員会

本部
実行委員会

協力寺院
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慰霊祭企画

支援啓発活動

用地提供

告知活動

人員支援

柴燈大護摩供

二十一日間法要

藤田　幹雄 

中山　幸一

内村　陽介

保田　尚紀

寺内　裕雄

委員長

事務局長

事務局次長

委　員

▼本部実行委員会

実行委員会　会長　亀岡　偉民

関場　啓

横山　元栄

中川　庄一　細田　広

山田　雅彦　湊　清一

委員長

副委員長

持館　考悦事務局長

委　員

▼南相馬市実行委員会

実行委員会

部会組織
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スケジュール

6月２０１１年

２０１２年

7月

8月

12 月 28日 ( 水 )

1 月 1 9 日 ( 木 )

1 月 2 5 日 ( 水 )

2月中旬

本部実行委員会立上げ

復興柴燈大護摩供開催発表

開催地検討

南相馬市での概要説明会

護摩供についての打合せ

南相馬市･本部合同実行委員会発足、現地視察

護摩木納品・ポスターおよびチラシ納品

→広報宣伝活動

南相馬市･本部合同実行委員会・会場設営

復興柴燈大護摩供

●

●

●

●

●

1 月 2 4 日 ( 火 ) 本部実行委員会開催●

●

2 月  1 日 ( 水 )

2 月  8 日 ( 水 )

現地打合せ・僧侶現地視察●

●

南相馬市･本部合同実行委員会●

2 月 2 0日 ( 火 ) 開白（岩手・宮城各会場にて２１日間の護摩供養開始）●

2 月 1 8日 ( 土 ) 南相馬市実行委員会●

3 月  1 日 ( 木 )

3 月  9 日 ( 金 )

3 月 1 0 日 ( 土 )

南相馬市･本部合同実行委員会●

●

●

結願（２１日間の護摩焚き供養の結願）3 月 1 1 日 ( 日 ) ●
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国分寺僧侶に よる護摩焚き供養
※結界にはま だ一般参加者は入れない。

▼一般市民の参加
結界内へ一般 参加者も入場。

被災地支援に奔走する八神純子さんの
ミニコンサート

火渡りを行う かは未定

▼護摩焚き

▼終了

▼開会式

来賓挨拶

（亀岡元衆議院議員、南相馬市長、南相馬市議会議長、他）

柴燈大護摩供メイン会場日程

1 0 時 0 0 分

1 0時 3 0 分

1 1時 3 0 分

1 2時 4 0 分

●

●

▼八神純子ミニコンサート1 2時 0 0 分 ●

●

● ▼オープニング
　◇鎮魂の法螺貝
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▼実行委員会最終打合せ

▼前日設営終了

▼現地設営開始

※イベント会社、当日協力スタッフ

本部実行委員会、南相馬市実行委員会、国分寺僧侶
イベント会社での最終打合せ

前日設営準備 （全て予定）

10時 0 0 分

1 3時 0 0 分

1 6時 0 0 分

●

●

●
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南相馬市柴燈大護摩供(イメージ)

二十一日間護摩法要
（岩手県 東国寺／宮城県 東国寺別院）

慰霊法要 厳修書き（仙台市 東国寺別院） 開白法要／二十一日間法要初日（盛岡市 東国寺）
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近年の世界の大災害

年 震災名 死者・行方不明者 負傷者 

1995 阪神・淡路大震災 5,500～6,400 43,000余 

2000 鳥取県西部地震 180 

2004 台風23号 近畿地方直撃 90 

2005 福岡県西方沖地震 1,000以上 

2007 新潟県中越沖地震 48 4,800 

＜国内＞ 

近年、大規模な災害が世界各地で発生しておりますが、東日本大震災は
最大級の被害をもたらした震災であり、復興にも相当の時間を要するこ
とから、本行事は１３年間にわたって継続してまいります。

 

年 震災名 死者・行方不明者 負傷者 

    

   

   

   

   

＜海外＞ 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

   

   

   

   

   

   

   

   

1998 

1999 

1999 

2001 

2001 

2002 

2003 

2004 

2004 

2005 

2005

2005

2006

2006

2007

2007

2008

2009

2010

2010

2010

2010

2010

2010

2011

ニューギニア地震 

トルコ北西部地震 

台湾中部地震 

エルサルバトル南部地震 

インド西部地震 

アフガニスタン北東部地震 

ソロモン諸島台風水害 

フィリピン北部台風水害 

インドネシアスマトラ島沖地震 

インドネシア北西部海底地震 

中米各地台風水害 

パキスタン北部内陸地震 

フィリピン中部台風水害 

インドネシア南部内陸地震 

ペルー南部沖海底地震 

バングラデシュ台風水害 

四川大地震 

イタリア中部内陸地震 

ハイチ南部地震 

チリ中部地震 

中国青海省南部地震 

パキスタン北部大雨水害 

中国甘粛省 豪雨水害  

インドネシア北部海底地震 

ニュージーランドカンタベリー地震

2,800 

17,000超 

2,400 

800～1,500 

20,000～40,000

800～1,000 

3,000超 

1,600 

283,000 

1,300～1,700

1,600 

86,000超 

1,700～1,800 

5,700超 

500超 

3,000超 

87,000超 

300超 

220,000超 

800超 

2,200超 

1,200 

1,700 

700超 

240～350 

1,500超 
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今後の開催計画

災害復興柴燈大護摩供は、平成24年3月を第1回とし、以降毎年1回、全世界
における災害の被災者・犠牲者の供養を目的として開催していきたいと考え
ております。現在のところ、以下の通りの計画となっております。

回数 年 護摩供の対象

第 1 回 平成24年 東日本大震災 1 周忌

第 2 回 平成25年 東日本大震災 3 回忌

第 3 回 平成26年

第 4 回 平成27年 東日本大震災 5 回忌

第 5 回 平成28年

第 6 回 平成29年 東日本大震災 7 回忌

第 7 回 平成30年

第 8 回 平成31年

第 9 回 平成32年 東日本大震災 10回忌

第10回 平成33年

第11回 平成34年

第12回 平成35年 東日本大震災 13回忌


